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県
営
事
業
、
三
会
原
地
区
の
基
盤
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

三
会
原
第
３
地
区
は
完
成
間
近
、
第

４
地
区
は
本
年
度
末
で
進
捗
率
30
％
の
見

込
み
。
中
原
・
寺
中
地
区
は
本
年
度
採
択

さ
れ
、
今
後
事
業
の
進
捗
が
図
ら
れ
る
。

　
　

①
基
盤
整
備
が
完
了
し
た
３
工
区
ま

で
の
農
地
面
積
は
。
②
本
市
の
農
地
面
積

の
何
％
に
当
た
る
の
か
。
③
県
内
13
市
の

農
地
整
備
率
は
。

　
　

①
第
１
地
区
33
・
７
、
第
２
地
区

29
・
８
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
第
３
地
区

59
・
３
、
合
計
で
約
１
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

②
本
市
の
農
地
整
備
率
は
約
22
％
（
水
田

約
42
％
、
畑
約
18
％
）
。
③
県
全
体
は
約

45
％
で
、
本
市
は
下
回
っ
て
い
る
。
今
後

は
三
会
原
第
４
地
区
と
中
原
・
寺
中
地
区

が
進
む
と
整
備
率
は
向
上
す
る
。

　
　

事
業
推
進
に
当
た
り
問
題
点
は
。

　
　

相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
農
地
は
相
続
人
全
員
か
ら
事

業
の
同
意
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
相
続
人

が
多
数
、
ま
た
は
遠
方
の
場
合
は
回
答
に

か
な
り
の
期
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
後
継

者
が
い
な
い
方
は
、
事
業
負
担
や
改
良
区

へ
の
賦
課
金
な
ど
を
懸
念
さ
れ
、
事
業
同

意
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
方
も
い
る
。

　
　

新
規
就
農
者
の
人
数
は
。

　
　

令
和
３
年
度
は
19
名
（
地
元
15
名
、

市
外
３
名
、
県
外
１
名
）
。
本
年
度
は
２

月
末
で
既
に
24
名
が
新
た
に
就
農
さ
れ
、

過
去
５
年
間
の
平
均
が
15
名
程
度
な
の

で
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

基
盤
整
備
事
業
を
全
額
国
費
で
賄
え

れ
ば
、
地
主
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　

今
回
採
択
さ
れ
た
中
原
・
寺
中
地
区

の
事
業
負
担
割
は
国
、
県
、
市
で
94
・
５
％

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。
極
力
、
農
家
の

負
担
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
も
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
拡
大
を
図
り
た
い
。

　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
り
国
が
政
策

を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
農
業
の
輸
出

が
伸
び
る
こ
と
は
日
本
の
農
業
に
は
チ
ャ

ン
ス
だ
が
、
対
応
で
き
る
だ
け
の
基
盤
整

備
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

目
指
し
て
い
る
機
械
化
、
企
業
経
営
、

給
料
保
障
、
国
際
化
の
４
Ｋ
は
、
全
て
基

盤
整
備
が
前
提
で
、
若
い
農
業
者
と
一
緒

に
つ
く
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
人
口
減
少
問
題

 
 
 

　
　

施
策
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、

市
長
の
自
己
評
価
は
ど
う
か
。

　
　

第
２
子
か
ら
の
保
育
料
完
全
無
料
化

や
医
療
費
助
成
の
中
学
生
ま
で
の
拡
大
な

ど
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
市
庁
舎
建
設
や

島
原
道
路
の
延
伸
、
公
共
下
水
道
計
画
を

廃
止
し
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
促

進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
た
し
ろ
号
の
運

行
、
イ
オ
ン
島
原
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の

確
保
、
多
数
の
大
会
、
合
宿
の
受
入
れ
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
方
、
企
業
誘

致
な
ど
は
道
半
ば
だ
が
、
常
に
前
向
き
に

市
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

今
後
、
国
や
他
の
自
治
体
に
先
駆
け

て
、
本
市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　

国
へ
も
要
望
し
な
が
ら
、
本
市
独
自

で
で
き
る
も
の
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
切
れ
目
な
く

計
画
性
を
持
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

企
業
誘
致
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取

組
と
成
果
は
ど
う
か
。

　
　

ジ
ビ
エ
の
食
肉
処
理
を
行
う
株
式
会

社
椿
説
屋
、
薬
草
の
研
究
開
発
を
行
う

三
益
製
薬
株
式
会
社
が
事
業
所
を
設
置
し

た
。
ま
た
、
ロ
ン
ナ
ー
株
式
会
社
の
縫
製

工
場
が
閉
鎖
し
た
が
、
島
原
ソ
ー
イ
ン
グ

株
式
会
社
に
お
願
い
し
て
、
雇
用
の
確
保

の
場
を
設
定
し
た
。

　
　

現
在
、
進
出
の
可
能
性
が
あ
る
企
業

は
あ
る
の
か
。

　
　

市
内
に
は
広
大
な
土
地
は
な
い
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
が
、
湧
水

の
ま
ち
島
原
市
と
し
て
有
名
な
の
で
、
工

業
用
水
の
調
査
を
か
け
て
い
る
。
半
導
体

や
医
療
分
野
の
企
業
誘
致
に
向
け
、
本
市

の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
企
業
誘
致
を

進
め
て
い
る
。

　
　

今
後
の
財
政
健
全
化
は
大
丈
夫
な
の

か
。
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
展
望
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、

歳
入
面
で
は
、
国
、
県
な
ど
の
財
政
的
に

有
利
な
補
助
金
な
ど
、
特
定
財
源
の
確
保

を
図
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
歳
出
面
で
も
、

公
共
施
設
等
の
廃
止
や
統
合
を
進
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響

　

と
現
状
及
び
市
の
対
応
策

◇
市
職
員
の
再
任
用
制
度

◇
入
札
制
度

A Q
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